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１
月
８
日
午
前
10
時
か
ら
天
川
小

学
校
体
育
館
に
お
い
て
、
平
成
27
年

天
川
村
消
防
団
出
初
式
が
挙
行
さ
れ

約
１
０
０
名
の
団
員
と
20
台
の
消
防

車
両
が
集
結
し
、
新
し
い
年
も
安
全

で
安
心
に
暮
ら
せ
る
村
づ
く
り
の
た

め
消
防
団
と
し
て
の
使
命
を
果
た
す

こ
と
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
森
本
村
長
が
「
昨
年

は
、
全
国
的
に
様
々
な
災
害
が
発
生

し
、
い
つ
ど
こ
で
ど
ん
な
災
害
が
起

こ
る
か
わ
か
ら
な
い
状
況
で
す
。
村

で
は
関
係
機
関
と
連
携
を
密
に
し
、

「
復
旧
・
復
興
、
そ
し
て
更
な
る
発

展
へ
」
を
合
言
葉
に
、
全
力
で
復
興

事
業
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
道

路
等
イ
ン
フ
ラ
整
備
や
観
光
産
業
な

ど
一
定
の
方
向
性
が
見
え
て
き
た

中
、
全
て
が
一
朝
一
石
に
は
進
ま

ず
、
復
興
道
半
ば
の
事
業
も
あ
り
、

今
年
も
引
き
続
い
て
、
村
の
発
展
の

た
め
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
ま

た
、
消
防
団
の
皆
さ
ん
に
お
い
て

は
、
日
頃
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
内

閣
総
理
大
臣
か
ら
防
災
功
労
者
内
閣

総
理
大
臣
表
彰
が
授
与
さ
れ
た
こ
と

大
変
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
、
村
民
の
期
待
に
応
え
ら
れ
る

よ
う
小
屋
団
長
の
も
と
一
致
団
結

し
、
な
お
一
層
の
精
進
に
励
ん
で
く

だ
さ
い
。
」
と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

続
い
て
小
屋
団
長
よ
り
「
昨
年
の

台
風
で
は
、
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
被
害

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
再
三
水

防
警
戒
を
実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
、

消
防
署
と
第
２
分
団
は
、
林
野
火
災

を
想
定
し
て
の
合
同
訓
練
を
実
施
し

ま
し
た
。
我
々
消
防
団
の
任
務
は

日
々
多
様
化
、
複
雑
化
し
て
お
り
、

ま
た
、
い
つ
発
生
す
る
か
わ
か
ら
な

い
災
害
に
対
し
て
常
に
備
え
て
お
か

な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
日
々
、
鍛
練
が

欠
か
せ
ま
せ
ん
。
団
員
諸
君
が
、

日
々
、
消
防
活
動
に
精
進
で
き
る
の

も
、
そ
れ
を
支
え
て
く
れ
る
家
族
や

周
り
の
方
々
の
お
か
げ
で
あ
り
、
感

謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
昨
年
は
奈
良
県
消
防
操

法
大
会
に
出
場
し
、
吉
野
支
部
の
団

員
ら
が
見
守
る
中
、
勇
敢
な
姿
を
見

せ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
出
場
し
た
選
手
は
も
と
よ
り
、

そ
れ
を
裏
方
か
ら
支
え
て
き
た
全
て

の
団
員
の
団
結
力
の
成
果
だ
と
思
い

ま
す
。
」
と
訓
示
が
あ
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
来
賓
の
方
々
か
ら
祝
辞

や
激
励
の
お
言
葉
を
い
た
だ
き
、
そ

の
後
、
各
種
の
表
彰
が
執
り
行
わ

れ
、
こ
れ
に
対
し
表
彰
受
賞
者
を
代

表
し
て
第
１
分
団
銭
谷
貴
大
氏
か
ら

謝
辞
が
あ
り
、
最
後
に
団
長
の
先
導

に
よ
り
主
催
者
・
来
賓
の
方
々
全
員

に
よ
る 

視
閲
を
行
い
式
典
は
終
了

し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
役
場
前
の
薬
師
橋
に
お

い
て
各
中
隊
に
よ
る
放
水
演
習
を
実

施
し
ま
し
た
。

村長式辞

団長表彰授与

受賞代表者謝辞

一斉放水演習

平
成
27
年天

川
村
消
防
団
出
初
式



�

平
成
27
年
奈
良
県
消
防
協
会

吉
野
支
部
連
合
出
初
式

　

今
年
の
天
川
村
消
防
団
出
初
式
に

お
け
る
表
彰
受
賞
者
は
次
の
と
お
り

で
す
。

★
天
川
村
長
表
彰

　
第
３
分
団　

団　

員　

霜
辻　

浩
章

　
第
１
分
団　

団　

員　

桝
谷　

辰
憲

★
天
川
村
消
防
団
長
表
彰

　
第
１
分
団　

団　

員　

銭
谷　

貴
大

　
第
３
分
団　

団　

員　

冨
本　

恭
司

　
第
１
分
団　

団　

員　

辻　
　

裕
康

★
吉
野
警
察
30
年
勤
続
感
謝
状

　
本　
　

部　

副
団
長　

石
崎　

豊
弥

★
吉
野
警
察
感
謝
状

　
第
２
分
団　

団　

員　

水
口　

昇
嗣

　
第
３
分
団　

団　

員　

冨
本　

将
史

　
（
敬
称
略
、
階
級
・
勤
続
年
数
・
年
齢
順
）

　

１
月
16
日
川
上
村
川
上
総
合
セ
ン

タ
ー
「
や
ま
ぶ
き
ホ
ー
ル
」
に
お
い

て
吉
野
支
部
の
出
初
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

総
勢
３
５
０
名
の
団
員
と
25
台
の

車
両
が
集
ま
り
、
当
村
か
ら
、
小
屋

団
長
以
下
19
名
の
消
防
団
員
が
参
加

し
ま
し
た
。
式
典
で
は
吉
野
支
部
長

よ
り
訓
示
が
あ
り
、
次
に
奈
良
県
副

知
事
を
は
じ
め
来
賓
の
方
々
か
ら
激

励
の
言
葉
を
い
た
だ
き
、
団
員
一
人

一
人
が
消
防
団
員
と
し
て
一
致
団
結

し
、
大
き
な
火
災
や
災
害
の
な
い
一

年
を
祈
念
し
式
典
は
終
了
し
ま
し

た
。

　

ま
た
今
年
の
吉
野
支
部
連
合
出
初

式
に
お
け
る
表
彰
受
賞
者
は
次
の
と

お
り
で
す
。

★
奈
良
県
知
事
表
彰

　
第
２
分
団　

副
分
団
長　

森
岡
太
美
行

　

第
１
分
団　

部
長　

辻　
　
　

茂

★
奈
良
県
消
防
協
会
長
表
彰

　
第
１
分
団　

分
団
長　

宮
田
大
一
郎

　
第
１
分
団　

副
分
団
長　

松
谷　

眞
示

★
奈
良
県
消
防
協
会
吉
野
支
部
長
表
彰

　

第
３
分
団　

部
長　

中
森　

圭
一

　

第
１
分
団　

団
員　

井
口　

候
栄

　

第
１
分
団　

団
員　

梶　
　

成
寿

　

第
１
分
団　

団
員　

扇
谷　

英
明

　

第
２
分
団　

団
員　

阪
田　

勇
作

　

第
２
分
団　

団
員　

林
谷　

征
樹

　

第
２
分
団　

団
員　

楠　
　

史
覚

　
（
敬
称
略
、
階
級
・
勤
続
年
数
・
年
齢
順
）

　天川村には、多くの貴重な自然や文化、美しい風景を求め、多くの登山客が訪れます。
しかし、登山客の増加と供に、山岳遭難の事案が増えています。

　遭難者の特徴として以下の特徴が見られます。
　●登山届を提出しない
　●一人で登る
　●山に挑む服装ではない
　●十分な装備を持っていない
　●気象条件の悪い時に山に登る

　もし、そのような登山者を見かけられたら声をかけてあげるなど、
遭難を未然に防ぐ活動にご協力をお願いします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総　務　課
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　天川村消防団
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山岳救助隊

村内で山岳遭難が相次いで起きています
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　平成27年度分の村県民税の申告の受付が始まります。（申告書は、２月中旬に送付する予定です）

　この申告は、村県民税や国民健康保険税等を正しく算出する基礎となるだけでなく各種証明書の発行にも
重要なものですので、必ず３月16日（月）までに提出して下さい。

　�村県民税の申告書は、申告が必要と思われる方に送付します。収入が無かった方についても申告書を送付
している場合がありますが、これは、各種保険等の算定や判定資料となる場合や非課税証明書の交付を必
要とする場合に必要な為です。
　�また、下記に該当する申告書の提出が不要な方以外で、申告が必要な方であるにもかかわらず、万一申告
書が届かない方は役場住民課にご連絡下さい。

《下記に該当する方は村県民税の申告書の提出は不要です》
　・所得税の確定申告をされる方
　・前年中の給与収入が１か所のみで、年末調整が済んでおり、役場に給与支払報告書提出されている方
　・前年中の収入が、公的年金のみで、日本年金機構から役場に公的年金支払報告書が提出されている方

　

　下記の日時におきまして、吉野税務職員による申告相談を行いますので、確定申告もしくは相談をされる
方はご利用下さい。
◎相談日時
　開設日及び時間　　２月25日（水）10時30分～正午、13時～15時
　会　　　　　場　　天川村役場住民課窓口
　　　　　　　　　　※交通事情や天候等により、相談開始時間が遅れる場合があります。
　また、下記地区相談会においては、近畿税理士会吉野支部から派遣された税理士がご相談に応じますの
で、ご利用下さい。
◎地区相談会
　開設日及び時間　　３月４日（水）・５日（木）10時～12時、13時～16時
　会　　　　　場　　大淀町文化会館　視聴覚室
　相談へお越しの際は、前年分の申告書の控え、決算書・収支内訳書等の控え、源泉徴収票や所得控除に係る
各種証明書など申告書の作成に必要な書類、還付金受取金融機関口座番号の分かるもの、印鑑をご持参下さい。
　また、資産（土地・建物や株式等）の譲渡、贈与税、相続税、山林所得の相談は、行いませんので、これ
らに関する相談が必要な場合は、直接吉野税務署でご相談下さい。

　公的年金等収入金額が400万円以下であり、かつ、公的年金等に係る雑所得以外の所得金額が20万円
以下である場合には、確定申告の必要はありません。（ただし、所得税の還付申告を受ける場合は確定
申告書の提出が必要です。）
　※�公的年金等の源泉徴収票に記載されていない各種控除（生命保険料控除や医療費控除等）を受ける
場合においては、村県民税の申告が必要ですのでご注意下さい。

お問合せ先：役場住民課　税務係　☎６３−０３２１

　注意：�源泉徴収票に記載が無い各種所得控除（生命保険料控除・扶養控除・社会保険料控除・医療費控除
等）を受けようとする場合は申告書の提出が必要です。

平成27年度　村県民税申告のお願い《３月16日（月）まで》

吉野税務署職員等による確定申告の相談について
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　軽自動車税は、毎年４月１日現在の所有者に課税されます。単車や軽自動車などを譲渡したり、廃
車した場合は下記の関係機関での届け出が必要です。その手続きを怠ると、実際に所有していなくて
も、４月１日現在の所有者に課税されますのでご注意ください。

　毎年３月末は、自動車の検査・登録の各種申請が極度に集中し、窓口が大変混雑します。自動車の
移転登録（名義変更）や抹消登録（廃車）などの手続きは、できるだけ早い時期に済まされますよ
うお願いします。

車　　　種 手続きをするところ 持参するもの
原動機付自転車（125㏄以下）

小型特殊自動車
役場住民課
☎63−0321（内線162）

　・印鑑
　・ナンバープレート

二　　輪　　車
（125㏄を超えるもの）

近畿運輸局奈良陸運支局
☎050−5540−2063 左記に問い合わせてください軽　三　輪　車

軽　四　輪　車
奈良県軽自動車検査協会
☎050−3816−1845

　平成26年度の税制改正に伴い、法人村民税
の法人税割額に係る税率が改正されます。
　改正後の税率は、平成26年10月１日以降
に開始する事業年度分から適用されます。

現行税率 改正後税率

法人税割額 12.3％ 9.7％

※なお、均等割額については変更ありません。

　国民年金保険料の納付には、口座振替がご利用になれます。口座振替をご利用されますと、保険料
が自動的に引き落とされるので、金融機関などに行く手間が省けるうえ、「忙しくて・・・」、「つ
い、うっかり・・・」などの納め忘れもなくとても便利です。また、口座振替には当月分保険料を当
月末に引き落とさせていただくことにより、月々50円割引される早割制度や、現金納付よりも割引
額が多い、６か月前納・１年前納・２年前納もあり、大変お得です。詳しくは、お近くの年金事務所
にお問い合わせください。

※平成26年度の保険料額による割引額です。　　　　　　　　　　　　　日本年金機構・天川村

１ヵ月分割引額 ６ヵ月分割引額 １年分割引額 ２年分割引額
翌月末振替 − − − −
当月末振替（早割） 50円 300円 600円 1,200円
６ヵ月前納＜現金納付＞ − 740円 1,480円 2,960円
６ヵ月前納＜口座振替＞ − 1,040円 2,080円 4,160円
１年前納＜現金納付＞ − − 3,250円 6,500円
１年前納＜口座振替＞ − − 3,840円 7,680円
２年前納＜口座振替＞ − − − 14,800円

■割引額比較表

廃車・名義変更の手続きをお忘れなく！！

法人村民税の税率改正のお知らせ

国民年金保険料の納付は、口座振替がおトクです
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保 健 事 業 の お 知 ら せ

　気温の変化が激しく、乾燥する冬にはインフルエンザに限らず、風邪や感染性胃腸炎などの病気が流行
しやすい季節です。
　感染予防をして、自分自身の健康を守りましょう。
　●手洗い
　●せきをしている人には近づかない（２ｍ程度以上あける）
　●不要不急の外出は避ける、人込みや繁華街になるべく近寄らない

　また万が一感染してしまった場合でも、感染者自身の心遣いが、流行の拡大を防ぎます。是非咳エチケッ
トを実行して下さい。ご協力よろしくお願いします。
★咳エチケット★
　①咳がでたら、他の人にうつさないためにマスクを着用しましょう。
　②�マスクをもっていない場合には、ティッシュなどで鼻と口を覆い、他の人から顔をそむけて１ｍ以上
離れましょう。

　③鼻汁・痰などを含んだティッシュはすぐにごみ箱に捨てましょう。
　④咳をしている人にマスクの着用をお願いしましょう。

★受診の際の注意点★
　・�インフルエンザ、感染性胃腸炎といった感染症を疑う場合は、必ず受診前に医療機関に電話連絡をし、
医療機関の指示に従って受診してください。

　・�また、体調の変化には十分ご注意いただき、異変を感じる場合は、くれぐれも無理をせず、速かに医師
にご相談ください。

　うさちゃんくらぶは、年に１回の『おはなしの会』となります！みなさん、どうぞふるってご参加ください。
お子さま同士の遊び場に、また保護者の方の交流の場に、皆さまのお越しをお待ちしております。

　※参加対象・・・生後４ヶ月～幼稚園入園前までの親子
　※持 ち 物・・・タオル・お茶等
　　　　　　　　　（詳しくは、後日郵送しますご案内をご確認下さい）
　※送迎を希望される方は、前日までにご連絡下さい。

　下記の日程で、すこやか健診を実施いたします。対象となるご家庭には
別途個人通知致しますので、必ずお越しください。

　≪持ち物≫　母子手帳・問診票（必要事項をご記入の上必ずご持参ください）

☆感染症にご注意を！！

☆うさちゃんくらぶのご案内

日　程 受付時間 場　　所

２月５日（木） 午後２時00分～
午後２時15分　

ほほえみポート天川
　　　　　　　２階

☆すこやか健診のご案内

日　　程 時　　間 会　　場 内　　容 申込み

２月４日（水） 10：30〜12：00 ほほえみポート天川 おはなしの会
（おはなしらんど カンブリア） 不要
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閉　　　　館　　　　日　（建国記念の日）

閉　　　　館　　　　日

閉　　　　館　　　　日

閉　　　　館　　　　日

閉　　　　館　　　　日

閉　　　　館　　　　日

国保診療所・ほほえみポート天川・
ごみ収集　２月の予定表

日 曜日

国　保　診　療　所

午　前
（受付 午前8：30

〜11：00）

午　後
（受付 午後1：30

〜3：30）
（木曜日のみ午後2：00〜3：30）

ほほえみポート天川

保　　健　　事　　業

ご
み
収
集

 1 日 

 2 月 診　　察 診　　察  燃　焼

 3 火 診　　察 検 査 日  資源１

 4 水 診　　察 診　　察 うさちゃんくらぶ　10：30〜 

 5 木   診察（松村医師） 休　　診 すこやか健診 不　燃

 6 金 診　　察 診　　察  燃　焼

 7 土 

 8 日 

 9 月 診　　察 診　　察  燃　焼

 10 火 診　　察 検 査 日  資源１

 11 水 　　　　　　　　　

 12 木 休　　診   診察（西尾医師）  資源２

 13 金 診　　察 診　　察  燃　焼

 14 土 

 15 日 

脳トレーニング教室
運動機能向上教室　10：30〜

＊医師が不在の時は、投薬できませんので、薬の切れる方は、早めに受診して下さい。

粗　大
（予約）

脳トレーニング教室
運動機能向上教室　10：30〜



�

閉　　　　館　　　　日

閉　　　　館　　　　日

閉　　　　館　　　　日

日 曜日

国　保　診　療　所

午　前
（受付 午前8：30

〜11：00）

午　後
（受付 午後1：30

〜3：30）
（木曜日のみ午後2：00〜3：30）

ほほえみポート天川

保　　健　　事　　業

ご
み
収
集

 16 月 診　　察 診　　察  燃　焼

 17 火 診　　察 検 査 日  資源１

 18 水 診　　察 診　　察 心の健康相談会 

 19 木   診察（松村医師）   診察（西尾医師）  不　燃

 20 金 診　　察 診　　察  燃　焼

 21 土 

 22 日 

 23 月 診　　察 診　　察  燃　焼

 24 火 診　　察 検 査 日  資源１

 25 水 診　　察 診　　察  

 26 木 休　　診   診察（西尾医師）  資源２

 27 金 休　　診 休　　診 

 28 土

脳トレーニング教室
運動機能向上教室　10：30〜

粗　大
（予約）

見える所に貼り、ご活用下さい。

脳トレーニング教室
運動機能向上教室　10：30〜

国保診療所・ほほえみポート天川・
ごみ収集　２月の予定表

粗　大
（予約）
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　臨床心理士による心の健康相談会を開催します。一人で抱えている悩みのある方、気持ちがすっきりとせ
ず不安のある方など、どなたにもお申込みいただけます。相談は無料で、個別相談となっておりますので、
予約制です。相談を希望される方は、下記までお申込みください。相談の内容などの秘密は、固く守られま
す。この機会をぜひご利用ください。

　１月１日より「はたちの献血キャンペーン」が実施されています！
　毎年冬場は、風邪などの体調不良が原因で献血に協力くださる方が少なく
なり、血液不足は深刻になります。命の維持に欠くことのできない血液は、
科学が進歩した今もなお人工的に作ることも長期保存することもできず、輸
血に必要な血液の確保には、献血が必要です。
　献血は、身近なボランティアです。あなたの献血で、救える命と未来があ
ります。みなさまのご理解とご協力、よろしくお願いします。

　個別に医療機関に受診して頂く「個別検診」の受付終了が迫っています。今までに検診を受けたことのな
い方、症状があり心配のある方、特にこれまでの検診で「経過観察」や「要精密検査」などの判定を受けた
方は、積極的に受診して下さい。
　受診を希望される方は、専用の受診票をお渡ししますので２月28日までにほほえみポート天川内健康福
祉課までお申し込みください。

＊＊＊＊ 今年度の受診を希望される方は、今月が最終受付になりますのでお急ぎください ＊＊＊＊

○下記の生年月日に当てはまる方は平成26年度の個人負担が無料となります。この機会に是非受診ください。

☆心の健康相談会のご案内

☆はたちの献血キャンペーン ～２月28日まで

乳がん検診 子宮がん検診
対象（天川村民に限る） 40歳以上の女性 20歳以上の女性

受　診　間　隔 ２年に１度 毎　　年
受　診　会　場 町立大淀病院 県内検診実施医療機関
自　己　負　担 １，５００円 ２，０００円

ご不明な点につきましては、ほほえみポート天川　保健師までお問い合わせ下さい。
連絡先　☎63−9110

☆子宮がん個別検診のご案内

乳がん検診
40歳　昭和48年４月２日～昭和49年４月１日
45歳　昭和43年４月２日～昭和44年４月１日
50歳　昭和38年４月２日～昭和39年４月１日
55歳　昭和33年４月２日～昭和34年４月１日
60歳　昭和28年４月２日～昭和29年４月１日

子宮がん検診
20歳　平成５年４月２日～平成６年４月１日
25歳　昭和63年４月２日～平成元年４月１日
30歳　昭和58年４月２日～昭和59年４月１日
35歳　昭和53年４月２日～昭和54年４月１日
40歳　昭和48年４月２日～昭和49年４月１日

開催日：２月18日（水）　会　場：ほほえみポート天川
内　容：個別相談（臨床心理士の先生お１人との相談となります。）
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防災 てんかわ
第31回
◆ 停電に備えましょう ◆

　冬季は、積雪などの影響で停電が発生しやすい季節です。防災間伐などで住宅や道路沿いの立木の伐採
が進み、また電力会社等の平時の保線対策により、停電しにくい環境が作られてきていますが、万が一、
停電した場合に備え、皆様のご家庭でも日頃から備えをしておくようにしましょう。

◆ 発電機
　村では、災害など停電時に備え村内各地区に発電機（ガス式発電
機）を配備しています。日頃から、区の行事や防災訓練などでどん
どんご使用いただき、いざという時に使用できるようにしておきま
しょう。
〇 発電機（ガス式発電機）設置場所

◆ 蓄電池式ＬＥＤ防犯灯
　先月号の「広報てんかわ」でもお知らせしましたが、今年度、
各地区の避難所・避難路において、蓄電池式のＬＥＤ防犯灯を整
備しました。

◆ 懐中電灯
　夜中に寝ているときの停電に備え、手の届くところに懐中電灯
を準備しておくなど、日頃から考えておくようにしましょう。

◆ ストーブ
　停電するとエアコンやファンヒータなど電源を必要とする暖房器具が使えなくなります。万が一に
備えて、電源のいらない石油ストーブなどを準備しておきましょう。
（石油ストーブは各地区の防災倉庫にも数台備蓄しています）
　その他、各ご家庭の事情に応じて、停電時に必要なものを想定して、準備しておくようにしましょう。

◆停電に備えましょう

種　別 設　置　場　所
発　電　機 洞　川 天川村立体育館
〃 沢　谷 天川村山村開発センター
〃 沢　谷 天川小学校
〃 南日裏 ほほえみポート天川

ガス式発電機 九　尾 防災倉庫（光林寺）
〃 栃　尾 防災倉庫（光願寺）
〃 和　田 防災倉庫（和田区民ホール）
〃 籠　山 防災倉庫（ふるさとセンターつどい）
〃 庵　住 防災倉庫（光流寺）
〃 山　西 防災倉庫（山西地区集会所）
〃 広　瀬 防災倉庫（広瀬地区老人憩の家）
〃 塩　野 防災倉庫（塩野地区集会所）

村立体育館（避難所） 発電機

ガス式発電機

蓄電池式ＬＥＤ防犯灯
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平
成
二
十
六
年
第
四
回
天
川
村
議
会
定
例
会

が
、
十
二
月
五
日
に
召
集
さ
れ
開
会
し
ま
し

た
。
会
期
に
つ
い
て
は
十
二
月
十
日
ま
で
の
六

日
間
と
定
め
、
原
案
の
と
お
り
可
決
・
承
認
・

採
択
し
て
閉
会
し
ま
し
た
。

　

定
例
会
の
概
要
を
報
告
し
ま
す
。

専
決
事
項

◇�

平
成
二
十
六
年
度
天
川
村
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
４
号
）
の
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て

▽�

四
，
三
〇
〇
千
円
を
増
額
し
、
総
額
を
二
，

五
六
九
，二
四
四
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

可
決
事
項

〜
条
例
等
に
つ
い
て
〜

◇�

特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の
も
の
の
給
与
及
び

旅
費
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て

▽ 

特
別
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
の
改

正
に
伴
い
、
条
文
の
見
直
し
を
行
う
も
の
で

す
。

◇�

天
川
村
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

▽ 

特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の
も
の
の
給
与
及
び

旅
費
に
関
す
る
条
例
の
改
正
に
伴
い
、
条
文

の
見
直
し
を
行
う
も
の
で
す
。

◇�

一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

▽ 

人
事
院
勧
告
に
よ
る
国
家
公
務
員
の
給
与
に

関
す
る
法
律
の
改
正
に
伴
い
、
条
文
の
見
直
し

を
行
う
も
の
で
す
。

◇�

天
川
村
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

▽ 

地
方
税
法
の
改
正
に
伴
い
、
軽
自
動
車
税
の

税
率
等
に
つ
い
て
所
要
の
見
直
し
を
行
う
も

の
で
す
。

◇�

天
川
村
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

▽ 

健
康
保
険
法
施
行
令
の
改
正
に
伴
い
、
出
産

育
児
一
時
金
の
金
額
に
つ
い
て
所
要
の
見
直

し
を
行
う
も
の
で
す
。

◇�

天
川
村
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

▽ 

非
常
勤
消
防
団
員
等
に
係
る
損
害
補
償
の
基

準
を
定
め
る
政
令
の
改
正
に
伴
い
、条
文
の
見
直

し
を
行
う
も
の
で
す
。

〜
予
算
に
つ
い
て
〜

◇�

平
成
二
十
六
年
度
天
川
村
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
五
号
）
に
つ
い
て

▽ 

三
二
，
二
八
四
千
円
を
増
額
し
、
総
額
を

二
，六
〇
一
，五
二
八
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

◇�

平
成
二
十
六
年
度
天
川
村
国
民
健
康
保
険
事

業
勘
定
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
二
号
）
に

つ
い
て

▽ 

五
，
〇
〇
〇
千
円
を
増
額
し
、
総
額
を

二
九
四
，
六
九
〇
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

◇�

平
成
二
十
六
年
度
天
川
村
国
民
健
康
保
険
直

診
勘
定
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
三
号
）
に

つ
い
て

▽ 

四
七
六
千
円
を
増
額
し
、
総
額
を
一
三
〇
，

一
三
四
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

◇�

平
成
二
十
六
年
度
天
川
村
下
水
道
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
二
号
）
に
つ
い
て

▽ 

一
，
二
一
四
千
円
を
増
額
し
、
総
額
を

一
二
九
，
六
四
一
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

◇�

平
成
二
十
六
年
度
天
川
村
介
護
保
険
特
別
会

平
成
二
十
六
年
第
四
回
定
例
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

議
会
だ
よ
り

議
会
だ
よ
り

議
会
だ
よ
り

計
補
正
予
算
（
第
三
号
）
に
つ
い
て

▽ 

三
〇
，
五
二
六
千
円
を
増
額
し
、
総
額
を

三
四
四
，
五
四
九
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

◇�

天
川
村
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
の
一
部
変

更
に
つ
い
て

▽ 

平
成
二
十
二
年
度
か
ら
平
成
二
十
七
年
度
ま

で
に
学
校
給
食
関
連
等
の
新
た
な
事
業
を
追

加
す
る
必
要
が
生
じ
た
の
で
、
既
定
の
計
画

を
変
更
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

◇
南
和
協
議
会
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

▽ 

地
方
自
治
法
の
改
正
に
よ
り
、
「
第
二
百
五
十
二
条

の
二
」
が
「
第
二
百
五
十
二
条
の
二
の
二
」
と
な

り
、
平
成
二
十
六
年
十
一
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
た

こ
と
に
伴
い
、
条
文
に
所
要
の
変
更
を
行
う
も
の
で

す
。

同
意
事
項

◇�

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に
つ
き
同
意

を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

▽ 

天
川
村
大
字
中
越
一
二
四
番
地

　

 

阪
谷　

均
氏
を
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
と
し

て
同
意
が
さ
れ
ま
し
た
。

◇�

監
査
委
員
（
議
会
選
出
）
の
選
任
に
つ
き
同

意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

▽
天
川
村
大
字
九
尾
十
四
番
地

　

 

弓
場　

昭
氏
を
監
査
委
員
（
議
会
選
出
）
と

し
て
同
意
が
さ
れ
ま
し
た
。

採
択
事
項

◇�
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
患
者
に
対
す
る
医
療
費
助

成
の
拡
充
を
求
め
る
意
見
書

▽ 

ウ
イ
ル
ス
性
肝
硬
変
・
肝
が
ん
に
係
る
医
療
費
助

成
制
度
の
創
設
を
求
め
る
意
見
書
で
す
。

◇�

平
成
二
十
六
年
十
二
月
十
日
に
役
員
改
選
が

行
わ
れ
、
議
長
に
銭
谷
春
樹
氏
、
副
議
長
に

今
西
勉
氏
が
選
出
さ
れ
ま
し
た

▽
議
会
役
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

議　
　

長　
　

銭　

谷　

春　

樹

　

副
議
長　
　

今　

西　
　
　

勉

常
任
委
員
会

◇
総
務
委
員
会

　

委
員
長　
　

堀　

井　

義　

信

　

副
委
員
長　
　

弓　

場　
　
　

昭

　

委　
　

員　
　

柿　

坂　

忠　

義

　
　

〃　
　
　
　

銭　

谷　

春　

樹

◇
経
済
厚
生
委
員
会

　

委
員
長　
　

銭　

谷　

欣　

吾

　

副
委
員
長　
　

玉　

井　

賢　

司

　

委　
　

員　
　

辻　
　
　
　
　

茂

　
　
　

〃　
　
　

今　

西　
　
　

勉

◇
議
会
運
営
委
員
会

　

委
員
長　
　

辻　
　
　
　
　

茂

　

副
委
員
長　
　

玉　

井　

賢　

司

　

委　
　

員　
　

堀　

井　

義　

信

　
　
　

〃　
　
　

今　

西　
　
　

勉

特
別
委
員
会

◇
ダ
ム
対
策
特
別
委
員
会

　

委
員
長　
　

柿　

坂　

忠　

義

　

副
委
員
長　
　

銭　

谷　

欣　

吾

　

委　
　

員　
　

全　
　

議　
　

員

◇
林
業
振
興
対
策
特
別
委
員
会

　

委
員
長　
　

弓　

場　
　
　

昭

　

副
委
員
長　
　

今　

西　
　
　

勉

　

委　
　

員　
　

全　
　

議　
　

員

◇
上
下
水
道
推
進
特
別
委
員
会

　

委
員
長　
　

辻　
　
　
　
　

茂

　

副
委
員
長　
　

堀　

井　

義　

信

　

委　
　

員　
　

全　
　

議　
　

員

◇
台
風
十
二
号
災
害
復
旧
推
進
特
別
委
員
会

　

委
員
長　
　

玉　

井　

賢　

司

　

副
委
員
長　
　

柿　

坂　

忠　

義

　

委　
　

員　
　

全　
　

議　
　

員
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お し ら せ

　
�

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
デ
ジ
ア
ナ

変
換
は
２
０
１
５
年
３
月
４
日

に
終
了
し
ま
す
。

　

引
き
続
き
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
ご
覧
い

た
だ
く
た
め
に
地
デ
ジ
の
準
備
を
お
願
い
し

ま
す
。

※
デ
ジ
ア
ナ
変
換
は
、
デ
ジ
タ
ル
の
電
波
を

ア
ナ
ロ
グ
に
変
更
し
、
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
で

も
地
デ
ジ
が
暫
定
的
に
見
ら
れ
る
よ
う
に

と
、
総
務
省
が
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
会
社
等
に

対
し
て
、
２
０
１
５
年
３
月
４
日
ま
で
実
施

す
る
よ
う
要
請
し
た
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

地
デ
ジ
受
信
の
３
つ
の
方
法

・
ご
覧
の
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
と
契
約
す
る

・
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
に
買
い
替
え
る

・
地
デ
ジ
テ
ュ
ー
ナ
ー
を
購
入
す
る

お
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
省　

地
デ
ジ
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
５
７
０
︱
07
︱
０
１
０
１

　

お
気
軽
に
ご
利
用
下
さ
い
。
な
お
、
健
康

相
談
は
無
料
相
談
の
み
で
、
診
療
・
検
査
等

は
行
な
っ
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
あ
ら
か
じ

め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

目
の
健
康
相
談
（
眼
科
医
会
）

　

２
月
10
日
（
火
）
午
後
２
時
～
午
後
３
時

予
約
不
要

整
形
外
科
に
関
す
る
健
康
相
談

（
整
形
外
科
部
会
）

　

２
月
17
日
（
火
）

　

午
後
２
時
～
午
後
３
時

　

※
受
付
締
切
２
月
16
日
（
月
）

内
科
疾
患
に
関
す
る
健
康
相
談

（
内
科
部
会
）

　

２
月
25
日
（
水
）

　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
２
時
30
分

精
神
科
に
関
す
る
健
康
相
談

（
精
神
神
経
科
部
会
）

　

２
月
27
日
（
金
）

　

午
後
３
時
～
午
後
４
時

場�
所　
奈
良
県
医
師
会
館
・
１
階

　
　
　

県
民
健
康
サ
ー
ビ
ス
室

（
近
鉄
大
和
八
木
駅
か
ら
北
へ
徒
歩
７
分
）

連
絡
先　
〒
６
３
４
︱
８
５
０
２

　

橿
原
市
内
膳
町
５
︱
５
︱
８

　

奈
良
県
医
師
会
各
主
催
部
会

　

☎
０
７
４
４
︱
22
︱
８
５
０
２

　

阪
南
大
学
高
校
軽
音
楽
部
は
、
12
月
28
日

開
催
の
第
35
回
高
校
・
中
学
校
軽
音
楽
の
ク

ラ
ブ
コ
ン
テ
ス
ト
「W

e are sneaker 
ages 

グ
ラ
ン
プ
リ
大
会
」
で
、
ベ
ス
ト
サ

ポ
ー
タ
ー
校
賞
と
グ
ラ
ン
プ
リ
校
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。

　

阪
南
大
学
高
校
２
年　

　

天
神
麻
里
亜
の
さ
ん
コ
メ
ン
ト

　

中
学
生
の
頃
か
ら
、
天
中
軽
音
楽
部
で
ス

ニ
ー
カ
ー
エ
イ
ジ
グ
ラ
ン
プ
リ
大
会
に
出
場

し
ま
し
た
が
、
こ
の
高
校
で
も
出
場
で
き
ま

し
た
。
今
回
の
受
賞
は
私
の
夢
で
あ
り
す
ご

く
う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
も
中
学

生
の
頃
か
ら
ず
っ
と
応
援
し
て
下
さ
っ
た
天

川
村
の
み
な
さ
ん
の
力
が
あ
っ
た
か
ら
こ

そ
、
成
し
遂
げ
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
感
謝
の
気

持
ち
を
伝
え
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
天
川
村
の

み
な
さ
ん
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　

麻
里
亜
さ
ん
の
こ
れ
か
ら
の
活
躍
に
期
待

し
ま
す
。

　

�

天
川
中
学
校
卒
業
か
ら
２
年

「
ス
ニ
ー
カ
ー
エ
イ
ジ�

グ
ラ
ン
プ
リ
大
会
」

　

グ
ラ
ン
プ
リ
校
賞
受
賞
の
夢
実
現

　

�

奈
良
県
医
師
会
の
学
術
部
会
が

行
な
う
健
康
相
談
の
お
知
ら
せ

予
約
必
要

予
約
必
要

予
約
必
要

地域福祉ボランティア基金
金、１００，０００円

坪内　坂口　知  様
（亡母、たか江様ご供養として）

ありがとうございました

地域福祉ボランティア基金
金、１００，０００円
洞川　井口　翁介  様

（亡妻、愛子様ご供養として）

ありがとうございました

天川村社会福祉協議会
金、７８，４６４円
天川村ボランティア
やすらぎの会  様
（もみじ祭り収益金）

ありがとうございました

ふ
る
さ
と
通
信
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　幼稚園では、毎年臼と杵でおもちつき会をしています。もち米を蒸すにおいが園舎中に広がり、蒸
しあがったらおもちつきの始まり！
　蒸しあがったもち米を見て、「ごはんやー。」「お餅違うよ！」と、不思議な顔をする子もいまし
たが、つぶして、ぺったんぺったんついているうちに、「お餅になってきた。」と、ますます力が入
ってきた園児達でした。
　日本の伝統行事であるおもちつき。つきあがったお餅は、しょうゆやきな粉をつけて美味しくいた
だきました。子ども達にとっても、自分たちでついたお餅は格別の味だったことでしょう！

幼稚園だより

おもちつき大会

わーー！
のびるよー

おいしいね！



村のうごき

12月のごみ収集状況
燃焼 不燃
資源 粗大

平成27年２月１日発行　通巻456号

2014年12月31日現在（　）内は前月との比較

今
月
の　

天
川
人
VOL.14

■発行／天川村役場　〒638-0392  奈良県吉野郡天川村大字沢谷60番地
■企画・編集／総務課 広報係（内線123）TEL：0747-63-0321  FAX：0747-63-0329　
■URL：http://www.vill.tenkawa.nara.jp/  ■E-mail：tenkawa@vill.tenkawa.lg.jp

The river of heaven

■広報「てんかわ」は再生紙を使用しています。

古紙配合率100％再生紙 大豆油インキを使用しています

人口　1,570人（−４）� 男　736人（−２）� 女　834人（−２）� 世帯数　713戸（−３）

29.76トン�　前月比：108.53％　�前年同月比：101.26％

「天川人」で取材をさせていただく方を募集しています。自薦・他薦を問いませんので、役場広報係までご連絡ください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　役場　広報係　☎63−０３２１

02.95トン�　前月比：137.85％　�前年同月比： 86.01％

05.96トン�　前月比： 99.00％　�前年同月比： 92.78％ 01.54トン�　前月比： 98.72％　�前年同月比： 77.39％

　

地
域
活
性
化
対
策
事
業
と
し
て
村
の
特
産
品
を
販
売
し
て
い
る
天
川
村
ふ
れ
あ

い
直
売
所
小
路
の
駅
「
て
ん
」
は
６
年
目
を
迎
え
て
い
ま
す
。
「
て
ん
」
で
は
村

民
さ
ん
が
丹
精
込
め
て
作
っ
た
野
菜
や
加
工
食
品
、
天
川
村
の
木
材
か
ら
作
ら
れ

た
作
品
な
ど
を
陳
列
し
て
い
ま
す
。
旅
人
は
旅
の
記
念
を
、
村
民
さ
ん
は
知
人
へ

の
お
土
産
を
と
、
「
て
ん
」
に
は
様
々
な
人
が
訪
れ
ま
す
。

　

そ
こ
で
今
回
の
天
川
人
で
は
小
路
の
駅
「
て
ん
」
店
長
の
桑
田
さ
ん
に
お
話
を

伺
い
ま
し
た
。

小
路
の
駅 

て
ん 　

店
長

桑く
わ　

田た　

雅ま
さ　

人と 

さ
ん

天
川
村
へ
移
住
し
た
き
っ
か
け

　

東
京
在
住
中
に
好
き
な
イ
ギ
リ
ス
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
天
川
村
に
て
奉
納
を
行
う
と
聞
き
、
天
川
村
を
知
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、

実
際
に
来
る
機
会
が
あ
り
自
然
の
豊
か
さ
や
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
さ
に
感
銘
を
う
け
天
川
村
の
文
化
や
歴
史
に
興
味
を
持
つ
に
至
り
ま
し

た
。
ま
た
、
町
で
は
仕
事
が
人
の
繋
が
り
で
あ
り
、
仕
事
を
辞
め
た
ら
終
わ
っ
て
し
ま
う
人
間
関
係
に
も
疑
問
を
持
っ
て
お
り
、
人

と
の
繋
が
り
の
強
い
村
に
住
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
天
川
で
知
り
合
っ
た
人
達
の
す
す
め
も
あ
り
、
移
住
を
決
心
し

ま
し
た
。

生
産
者
の
思
い
を
伝
え
る

　

例
え
ば
、
洋
服
は
糸
を
紡
ぐ
人
、
生
地
を
染
め
る
人
と
縫
製
す
る
職
人
が
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
が
あ
り
、
ス
ト
ー
リ
ー
が
あ
り

ま
す
。
そ
う
い
っ
た
思
い
が
物
に
価
値
を
生
み
、
そ
れ
に
共
鳴
す
る
人
が
そ
れ
を
購
入
す
る
と
い
う
良
い
サ
イ
ク
ル
を
つ
く
る
事
が
重

要
だ
と
私
は
考
え
ま
す
。
「
て
ん
」
の
野
菜
も
ま
た
、
孫
や
子
供
に
食
べ
さ
せ
た
い
と
い

う
思
い
で
生
産
者
の
方
が
育
て
た
も
の
を
、
お
裾
分
け
と
し
て
一
緒
に
食
べ
ま
せ
ん
か
と

い
う
コ
ン
セ
プ
ト
で
販
売
し
て
い
ま
す
。
大
量
生
産
・
大
量
消
費
が
世
の
主
流
で
す
が
、

生
産
者
の
思
い
が
こ
も
っ
た
物
に
こ
そ
注
目
さ
れ
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

天
川
村
か
ら
物
を
通
じ
て
生
産
者
の
思
い
を
発
信
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
活
動
に
つ
い
て

　

現
在
関
わ
ら
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
小
路
の
駅
「
て
ん
」
を
、
次
の
世
代
に
引
き
継
ぐ
活

動
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ど
ん
な
仕
事
に
も
言
え
ま
す
が
、
仕
事
は
次
世

代
に
い
か
に
繋
げ
て
い
く
か
が
重
要
で
す
。
そ
し
て
仕
事
は
楽
し
く
な
い
と
引
き
継
が
れ

て
い
か
な
い
と
思
い
ま
す
。
外
か
ら
見
て
楽
し
そ
う
に
見
え
て
い
な
け
れ
ば
興
味
を
持
た

れ
な
い
か
ら
で
す
。
た
だ
し
、
楽
し
さ
に
も
経
済
面
が
付
い
て
く
る
事
を
忘
れ
て
は
い
け

ま
せ
ん
。

　

天
川
で
育
ち
、
天
川
が
好
き
な
人
は
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
「
て
ん
」
が
そ
う
い
っ
た
人

達
の
居
場
所
に
な
れ
た
ら
と
思
い
ま
す
。

小路の駅 てん  野菜直売所


